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理念

（仮）子どもたちの元気な声が聞こえる　ずっと住みたい生涯活躍のまち　～ 健康医療都市まえばし ～

基本目標

①若者（18-34歳、特に女性）の結婚・出産・子育ての希望をかなえる ＜主に自然減対策＞ ②若者の定着と高齢者の活躍により、地域の活力を維持する ＜主に社会減対策＞
2030年までに合計特殊出生率  1.82 2040年：人口30万人、年少：生産年齢：老年の割合＝14％：51％：35％
2040年までに合計特殊出生率  2.07 2060年：人口26万５千人、年少：生産年齢：老年の割合＝15％：52％：33％

優先課題

１　未婚率の上昇 ２　夫婦間の出生数の減少 ３　若者の総数の減少
　　→未婚の原因解消 　　→産み控えの原因解消

解決に向けた方向性

　 の応援 　 の魅力向上 　 定着 　

本市の強み（地域特性・他市との優位性）

○健康・医療 ○農業・食 ○立地・防災 ○教育・文化

課題の解決 　
　※「選択と集中」、「地域特性の活用」、「官民連携」 　

　 の応援 　 の魅力向上 　 定着 　
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子育てママの再就職支援

留学生の定着

民間共創 前橋版CCRCまちなか芸術文化・歴史空間の創生

地域における子育て支援の充実

事業所内保育施設の設置支援

ｴﾈﾙｷﾞｰの地産地消

農業の新規参入支援

社会で子育てを応援する風土づくり

病児・病後児保育の充実 少人数学級の推進 （再掲）ｼﾞｮﾌﾞｾﾝﾀｰまえばし

放課後児童ｸﾗﾌﾞの拡充 ICT教育の推進

近居・三世代同居支援

(再掲)UIJﾀｰﾝの奨励

農商工連携による就職支援

交通ネットワーク再編

結婚への壁打破(ﾊﾋﾟﾗﾎﾞ) ｼﾞｮﾌﾞｾﾝﾀｰまえばし

ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｯｼｮﾝ 地域おこし協力隊 ICTを活用した健康づくり

UIJﾀｰﾝの奨励

本社機能・ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ機能誘致

赤城山ﾂｰﾘｽﾞﾑ ｽﾛｰｼﾃｨ・ｽﾛｰﾗｲﾌ 大学退職教員等の知識や技術の継承学び・活動の場の創出 市内企業の人材育成支援正しい知識の普及啓発 産後ｹｱ 赤城山ろく里山学校

不妊・不育治療の支援 子育て世代包括支援センター 地域でいきいき学びの場 大学等の活性化 学生の定着促進 ﾍﾞﾝﾁｬｰﾍﾌﾞﾝまえばし 発信拠点となる新たな道の駅

⑩ 移住・定住促進⑥ 市内高等教育機関 ⑦ 市内大学生等の ⑧ ふるさと就職をを促す ⑨ 交流人口の増加 ⑫ 都市のｺﾝﾊﾟｸﾄ化と

　 交通ﾈｯﾄﾜｰｸ形成

家族移住の促進 健康寿命の延伸 都市のコンパクト化

　 と収入の確保 　支える教育 　魅力あるしごとづくり まちづくり

⑪ 生涯活躍の

⑫都市のコンパクト化と公共交通ネットワーク（コンパクトシティの推進）

×

○自然・ｴﾈﾙｷﾞｰ

① 出会いの機会 ② 安定的な雇用 ③ 不妊・不育支援 ④ ２人目の壁打破 ⑤ こどもの育ちを

　 と収入の確保 　支える教育 　魅力あるしごとづくり まちづくり

⑪ 生涯活躍の

　　→若者の定着・還流と新たな流れの創出 　　→生涯活躍のまちづくり

① 出会いの機会 ② 安定的な雇用 ③ 不妊・不育支援 ④ ２人目の壁打破 ⑤ こどもの育ちを ⑥ 市内高等教育機関 ⑦ 市内大学生等の ⑧ ふるさと就職をを促す ⑨ 交流人口の増加 ⑩ 移住・定住促進

　現状値：△251人　→　2019年：△118人
（当面５年間の目標）20-24歳の市外転出超過数

　現状値：1.42　→　2019年：1.52
（当面５年間の目標）合計特殊出生率

４　要介護等認定者率の上昇
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